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6． Jllagotieltiα　septentrioi 〜α 齬 ESAKI
，
1926 本州 （太卒洋岸）、 臺灣 （各地 ＞

7．　 ・S）jeovelia ，　on αrit・ima　EsAK 正
，
1929

，　in　litteris， 本 州 （太平洋 岸）っ

xv ， 日 本 産 天 蛾 科 の 蛹 に よ る 分 類

河 　　 田

ア キ ラ

黨

．
1） 蛹 の 外 部形 態は 一 方に 於 て蛹 白身 の 璞 境 に勢す る適應 に よつ て 生 じた 特

徴 と 、 叉
一

方 租 先 か ら現 在 の 成 蟲 に至 る ま で の 未 だ逖化 の 道 程 に あ る特 徴 と を

有 し て ゐ る や 5 に考 へ られ る
。 前者 に屬 す る もの は 尾突起の 如 き竜の で 、

（抽 訛 α

屬 に於 ては 蛹 は 葉 の 間 に作 られ た 繭の 中に 引掛 つ て ゐ る爲 に その 尾突起は 多 く

の 鈎 を有 し 、
こ の 科 の 他の 多 くの 土 中に嫺 化 す る者 の とは 全 く趣 を異 に して ゐ

る
。

そ して 之 が 亜科 さ へ 竜異 な る
。 矢張 b繭 の 中に蛹 化 す る flaerrt　orrltagta 屬

の 者 に 似 て ゐ る と考 へ られ るが 、
こ の 屬 の 蛹 は MosHER 氏 の 記載 を 見 R 限 b

で 、 邃 に標 本 は 見 る こ とが 出來 なか つ た 。 之 等の 特徴 は 我 々 を し て各種 間 の 類

緑 關係 を 考 察 す る に あた つ て 、 往 々 に して誤 b に 陷 らしめ る 。 後 者 に は複 眼 、

觸角 、 肢 、 翅 の 形 態等 の 大部 分が 屬 す る
。 之 は 尺 護 蛾 科 に於 け る例 で あ る が 、

その 雌 は 成蟲 で は 翅 が 退化 して ゐ る に係 らず 、 蛹 に は普 逋 の 大 き さの 翅 が あ る
。

之 は 現 在 の 成蟲 の や うに は 翅 に 戀化 の 起 つ て ゐ な い 昔の 特徴 を現 し て ゐ る の で

は あ る ま V か 。 故 に之等 の 特徴 は 去fiつ て 成蟲 よ b も明 らか な各 種 間 の 類 縁 關係

を示 す 竜の で は な か ら うか 。

　2） 以 上 の 如 き特徴 の 中で最 も面 白 い の は 第 5−7 腹 環 節 の 氣門 の 前方 に あ

る 堀 で あ る 。 之 は Asemanophorae の 殆 ん ど全部 に必 ず存 在 す る 。 そ して

Acherontiinae に 於 て は 之等 の 堀 の 中 で 各 節の 最 も前 方に あ る 一個 は 必 ず 深 v ・

嚢状 を呈 して ゐ る
。

下顋 は こ の 科 の 蛹 で は 興 味 あ る形 Y し て ゐ る
。 その 長 い 下

顋 を上 唇か ら翅 の 先端 ま で の 間 に收 め る 爲 に 三 種 の 方法 が綵 られ て ゐ る。 第一

は 上 唇 が 頭 の 方 に害 る
。 第二 は途 中に 出張 つ た 部 分 を作 つ て それ を 往 復 せ し

め る。 第 三 は 頭 の 前方 を 大 き く迂 囘せ しめ る
。

之 等 の 方 法は 各 亜 科 に よつ て そ

の 採 るべ き方 法 が 大 體定 つ て ゐ るが s 第二
、 第三 の 場合 は 常 に第

一
の 方法 を併

・

用 して ゐ る
。 そして

一
つ の 亜 科 は 固 よ b 、

一 つ の 屬 に 於 て も 、 或種 が こ の 方 法

を探 つ た と して も他 の 總 てが さ う とは定 らな い
。 例 へ ば 彫ん傭 屬の 中で 竜他

の 總 て の 種 類 が 第二 の 方 法 を探 つ て ゐ る に 係 らず ＆ α吻 毒η 鰯 で は 單 に上 唇力｛：

少 し頭 の 方 に寄つ て ゐ る に過 ぎな い
。

　3） Acherontiinae と Ambulicinae とは 明 らか に前 述 の 氣 門前 の 堀 1こよつ て

區 別 す る こ とが 出來 る が 、
Sesiinae

，
　Philampelinae及 び GhoeroGalnpinaeで は各

一
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一
．

亜 科 に よつ て 共逋 な特徴 を 見 出 す L とが 出來 な い
。

一 つ の 亜 科 の あ る 屬 が 他 の

亜 科 の 屬 に非 常 に似 て ゐ る L とが 往 々 あ る
。

例 へ ば 燕 cγog 耳08秘 儡 屬 と 殊 齶 解

属 の 如 き 竜の で ある
。

恐 ら くは 之 等 は ROTHS σ mm
，
　 JoRDasT 爾 氏 か成 蟲 に 於

て 見 出 した や うな各構 造 の 收斂作用 に よる 竜の で あ らう 。

4） 著者 は次 の ＋七 種 の 蛹 に つ い て研 究 し た
．

之 等 は 著額 身飼 育し ・ 胴

定 した る もの で あ る。

　A．　Sphingidae　asemanophorae ，
　Subf，　Acherontiinae，　Tribe　Acheroiitiicae，

．Uerse　conirolvuE 　LiNNAEus （エ e
“
ガ ラ ス ズ メ ）；T ・ibe　Sphingicae・

−1？・’il・9 ・α・・・・…

m ・nepit ・’r・’・ C ・・ M ・ ・ （シ モ フ ヲス ズ メ ）； ，S）・hi？？fe　ea・iiydi‘neu ．s　B ・
rTLER （ク ゜ ス ズ

メ ）；　Sul）f，　Ambulicinae
，
　CZftn・is　〜〕梶舟影 碗α 　

「
SX
’
A・LKER 　（ト ゼ イ v ス ズ メ ）；

．？lll。．。。 m ．ba　gaschk
’
etv・i・tsclb’i・B ・測 ・ R ・も G 蹶 （モ モ ス ズ 刃 ； 3伽 ・珈 Sf・・ercl・，i’”…s

M 。 。
・
・M・。R ・ES （ク チ バ ス ズ メ ）｝ 0 ・91・ ・

tLbueyx 　tata’rzleq　ov・i　BRE ｝｛ER 　e七GR ・Y （ウ ン モ

ソ ス メ 刃 ；跏 ・碗 幡 μ・麗 W ・呱 ・ R （ウ チ ス ズ メ ）｝B ・Sphi・・gid・・ seman °
−

phorae ，
　Snbf．　Sesiinae

，
　Tribe　Sesi圭cae ，0 （lpんo 遅o 轟 8　hylas　LINN ム Eus （オ ホ ス カ シ

．・ ）； S ・就 Philamp ・lin・・　Ti・ib・ N ・ ph ・li・ae
，
・．A … meryx ・・瀚 … P… H ・cHILb

，t　J 。RD ．Ll
−
（ク v ク モ ス ズ メ ）； G−uTe 」cas　71

・
・・・・…

’・i・’・tb・iS　BVTI，・R　 S・b・p・sa
−
ngaica

Bu 田LER （ヒ メ ホ ウ ジ ヤ ク ）；．Mxc・ro ∬置ossu
・nz・pyr

・rhosf ．acta　Bu 壬LER （ホ シ ホ ウ ジ ヤ

ク ）； 洫 … gZ・ssu7n ・
’
　saga ・　BuTLER （ク ・ ホ ウ ジ ヤ ク 〉・

S・ bf・Ch ・ … can1P 阻 e
・

7
・heretra鯔 躙 DRURY （キ イ ・ ス ズ メ ）；丁厩 鹹 河 ・・漉 脇 OR ・A （コ ス ズ メ ）3

7
・
he・r　eS　ra． 。ld，磁 顧 α ，　 IIABRIclu・ （セ ス ヂ ス ズ メ ）I　 Rh ・gast

’・is　 Sin
・n　．a・lia　rta

BUTLER （ゼ ロ ウ ド ス ズ メ

』
）

　　　　　　　XVI ． カ レ ハ ガ科 の 翅 の 斑紋 に就 て

　　　　　　　　　　　　矢 野 宗 幹 （東 京）

　鱗翅 類 の 翅の 斑 絞 は 主 と し て 鱗 片の 色 に 起 因す る
。 鱗 片 の 色 は 原 始的 に は 淡

褐 色 で
、 其 の 色 が 濃 くな つ て 褐色黒 褐色 と進み 、

一 方 に は 他 の 色 彩が 出京 て來

た
。 色 が 濃 くな る に は 全 面 一 樣 で は な く、 所 々 に 其 の 差が 出來 て

、 濃淡參 差 し

て斑 絞 を 生 ず る に 至 つ た 。 其 に種 々 の 色彩 が織 b こ ま れ る事 に な b或 は 翅全 體

が あ る色 に染 ま つ た の で あ る 。

　 こ の 斑 絞 を二 つ に別 け る
。

一 つ は 地 の 色 か ら漸 次 濃 くな つ て 來 た 比 較的舊 い

斑 絞で
、 之 を

一 衣 の 斑 絞 と す る 。 家 に起 つ て來 た 竜の を二 次 とす る 。

　斑 絞 は 種 叉 は 屬個 々 に 發遶 して 來 た 奄の で は あ るま v か 。 或 は 個 々 に起ρた

と して 竜互 の 間 に 何 等 か の 連 絡 は 認め られ な い か 。 私 は カ レ ・
・ガ 科 の 蛾 の 主 に

H 本 産 の 竜の に 就 い て 觀察 した 結 果 、 少 く と 竜私 の 一 次 的 斑紋 と思 ふ もの に は
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